
1 つぎの文の（①）〜（②）にあてはまることばを、下のらんに書きましょう。

物が水にとけて、全体がとうめいになった液を（①）という。物が水にとけても、なくな

ったわけではないので、水の重さととかした物の重さを合わせた重さは、とかす前と

（②）。

1 2

2 ５０ｇの水に５ｇの食塩を全部とかしたとき、できた水よう液の重さについて、正し

いものをア〜ウから１つえらんで、記号で答えましょう。
き ご う

５０ｇより軽くなる。

５５ｇになる。

５０ｇのまま変わらない。

答え

3
きまった量の水に、物がとける量をふやす方法として、正しいものをア〜ウから１つ

えらんで、記号で答えましょう。
き ご う

水の量をへらす。

水の温度を下げる。

水の量をふやすか、水の温度を上げる。

答え
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1 つぎの文の（①）〜（②）にあてはまることばを、下のらんに書きましょう。

物が水にとけて、全体がとうめいになった液を（①）という。物が水にとけても、なくな

ったわけではないので、水の重さととかした物の重さを合わせた重さは、とかす前と

（②）。

1 水よう液 2 変わらない

2 ５０ｇの水に５ｇの食塩を全部とかしたとき、できた水よう液の重さについて、正し

いものをア〜ウから１つえらんで、記号で答えましょう。
き ご う

５０ｇより軽くなる。

５５ｇになる。

５０ｇのまま変わらない。

答え イ

3
きまった量の水に、物がとける量をふやす方法として、正しいものをア〜ウから１つ

えらんで、記号で答えましょう。
き ご う

水の量をへらす。

水の温度を下げる。

水の量をふやすか、水の温度を上げる。

答え ウ

5年理科　物のとけ方　① © School Stock

理科　5年　｜　物のとけ方　①

物のとけ方ととける量 こたえ

名前

ア

イ

ウ

ア

イ

ウ


